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６
月
２
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
各
分
野
の
功
労
者
と

し
て
受
章
さ
れ
た　

人
の
方
々
の
栄
誉
を

１２

た
た
え
る
た
め
「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

 

（
発
令
順
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん （
油
河
内　
地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
賞

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
小
田
野　
教
育
に
功
労
）

◇
瑞
宝
小
綬
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
北
塩
子　
教
育
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん

 

（
下
村
田　
電
気
通
信
事
業
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
��
�
�
�
さ
ん 

（
栄
町　
教
育
に
功
労
）

◇
旭
日
双
光
章

�
�
�
�
�
�
さ
ん 
（
小
野　
農
業
振
興
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
諸
沢　
郵
政
に
功
労
）

◇
旭
日
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん （
下
檜
沢　
地
方
自
治
に
功
労
）

◇
旭
日
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん

 

（
下
伊
勢
畑　
地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
栄
町　
警
察
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 

（
東
野　
消
防
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

�
�
��
�
�
さ
ん 
（
南
町　
学
校
歯
科
に
功
労
）
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新
し
く
制
定
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
障
害
者
介
護
給
付
費
等
審

査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
村
地
域
に
お
け
る
工
業

等
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例

○
常
陸
大
宮
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

常常
陸
大
宮
市
議
会

陸
大
宮
市
議
会

常常
陸
大
宮
市
議
会

陸
大
宮
市
議
会
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可
決
さ
れ
た
平
成　

年
度
補
正
予
算

１８

○
一
般
会
計
（
第
２
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

そ
の
他
の
議
案

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
寺
門　

延
幸
（
下
村
田
）

議
員
提
出
議
案

○
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
八
里
地
域
の
早
急
な
「
携
帯
電
話
通
信

鉄
塔
設
置
」
を
求
め
る
決
議

○
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
に
抗
議
し
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

▲農林水産大臣賞を受賞し
た、関さんご夫妻

　６月２日、ＪＡ全農乾椎茸
事業所（埼玉県久喜市）で第
３９回全農乾椎茸品評会が開催
され、緒川地域・油河内の関
博司、幾代さんご夫婦が「こ
うしん中葉中肉」の部におい
て農林水産大臣賞を受賞、ま
た、「こうしん大葉中肉」の部
では、松之草の桑名輝美さん
が林野庁長官賞を、全農会長
賞を油河内の桑名恵子さんが
受賞されました。
　品評会には、茨城県から３５
点が出品となり、関さんと桑
名さんの品質が高く評価され
見事今回の受賞となりました。
　乾椎茸は「日持ちがする」、
「おいしいだしがとれる」だけ
ではなく、食物繊維やビタミ
ンＤなどが豊富な食品とし
て、さまざまな料理に使われ
ており、健康にとても良い食
品として期待されています。
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西
塩
子
回
り
舞
台
保
存
会
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こ
の
た
び
、
西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存

会
が
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
芸
術
、
文
学
、

伝
統
継
承
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
地
域
社

会
で
の
文
化
活
動
に
携
わ
り
、
地
域
の
文

化
向
上
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
個
人
、
団

体
に
対
し
て
、�
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

が
贈
る
も
の
で
、
全
国
の
地
方
新
聞
社
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
推
薦
し
た　

を
越
す
個
人
・
団

３０

体
か
ら
選
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
秋
、
３
年
ぶ
り
の
舞
台
組
立
て
と
公

演
を
予
定
し
て
い
る
西
塩
子
地
区
で
す

が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
で
、

将
来
の
舞
台
組
立
て
を
危
ぶ
む
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
そ
ん
な
保
存
会
を
、
舞
台
組
立

て
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
発
信
や
、
衣
裳
づ
く
り
、
役
者
ま

で
、
自
分
の
得
意
分
野
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
応
援
団
」
も
募
集
中
で
す
。

（
詳
し
く
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

�
（　

）１
４
５
０
へ
※
月
曜
休
館
）

５２

　

平
成
の
大
幕
も
披
露
さ
れ
る
今
年
の
舞

台
。
こ
の
受
賞
が
、
幸
先
良
い
、
う
れ
し

い
追
い
風
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。▲平成１５年の組み立

ての様子
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市
選
挙
管
理
委
員
会
の
萩
野
谷
則
義
さ

ん（
石
沢
）が
、
全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
選
挙
管
理
委
員
長
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
公
正
・
適
正
な
選
挙
管
理
執

行
を
行
う
な
ど
、
そ
の
功
労
が
評
価
さ
れ

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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６
月
４
日
、
大
宮
地
域
の
環
境
美
化
運

動
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
５
、５
０
０
人
以
上
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、
国
道
・
県
道
・

市
道
沿
い
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
可
燃
ご
み

１
、９
２
０�
・
空
カ
ン
６
９
０�
・
空
ビ

ン
４
６
０�
・
粗
大
ご
み
５
９
０�
合
計

３
、６
６
０�
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　６月１１日、６月の環境月間にあわ
せ、平山愛護会（平山地区内３５世帯全
戸が加入）の皆さんにより、盛金地内
の久慈川に架かる平山橋周辺の土手の
清掃活動が行われました。
　橋周辺の手入れは、市及び県により
整備された平山橋付近の環境美化を図
るため年６回計画され、２回目となる
今回は清掃活動にあわせ、コスモスの
苗が植えられました。植えられた苗
は、日本花き審査会１等受章の品種や
白、赤、ピンクと色鮮やかに咲き続け
る品種もあり、秋になり平山地区を訪
れる人々は、清流久慈川の流れと風に
そよぐコスモスを眺め、心安らぐこと
でしょう。
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５
月　

日
、
恒
例
の
嶐
郷
小
学
校
ク

２５

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
地
域
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
勤
労

と
奉
仕
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
。
自
分

た
ち
の
手
で
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
心
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

学
年
ご
と
に
分
か
れ
１
時
間
ほ
ど
学
校

周
辺
の
ご
み
や
空
カ
ン
を
回
収
し
た
結

果
、
可
燃
ご
み
３
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１

袋
、
空
カ
ン
に
つ
い
て
は
コ
ン
テ
ナ
１
箱

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
よ
り
、
周
辺
道
路
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
常
陸
大
宮

市
の
自
然
を
守
る
た
め
、
児
童
に
な
ら
い

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

�
フ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（
Ｐ
）
の
皆
さ
ん

　

６
月　

日
、
西
部
総
合
公
園
体

１１

育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
市
内

か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

２４

優　

勝　

フ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（
Ｐ
）

準
優
勝　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス

第
３
位　

長
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ル
タ
ー
ズ
（
Ｓ
）
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市
内
に
は
読
み
聞
か
せ
の
会
が
９
つ
あ

り
、　

人
が
会
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

８６

で
読
み
聞
か
せ
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
実
施
で
き

る
よ
う
連
絡
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
図
書
情
報
館
に
お
い
て
常

３０

陸
大
宮
市
読
み
聞
か
せ
連
絡
会
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
は
、
美
和
か
わ
せ

み
の
会
の
河
西
京
子
さ
ん
が
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
、
各
会
員
の
情
報
交
換
や

研
修
等
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
も
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
へ
の
サ

ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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５
月　

日
、
御
前
山
地
域
の
母
子
保
健

２６

推
進
員
協
議
会
（
石
川
登
美
子
会
長　

会

員　

人
）
が
、
東
京
都
の
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

２２
で
開
催
さ
れ
た
全
国
保
健
士
職
能
集
会
に

参
加
し
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
で
は
、「
生
活
習
慣
病
予
防

と
健
康
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で

常
陸
大
宮
市
で
は
、
保
健
師
が
地
域
主
導

で
生
活
習
慣
病
予
防
運
動
と
し
て
実
施
し

て
い
る
寸
劇
に
つ
い
て
活
動
報
告
を
行

い
、
母
子
保
健
推
進
員　

人
が
、
寸
劇『
お

１８

帰
り
な
さ
い　

フ
ク
お
ば
あ
さ
ん
』
を
演

じ
ま
し
た
。

　

劇
は
、
高
血
圧
予
防
が
テ
ー
マ
で
、
脳

梗
塞
で
倒
れ
た
フ
ク
お
ば
あ
さ
ん
が
退
院

し
た
後
、
再
び
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
家

族
や
友
達
、
保
健
師
が
支
え
る
と
い
う
内

容
。
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
各
小
学
校
を
訪
ね
、
普

及
・
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
で
、
健
康

増
進
や
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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　　山方保育所では、５月27日、パークアルカディアケ
ビン村において「親子で探索ケビン村ウォークラリー」
を開催しました。
　当日は、心配された雨にも降られず、親子、小学生の
お兄さんお姉さんも一緒に家族で集合。お散歩マップを
片手に、広いケビン村に散っていきました。坂道を登っ
たり、下ったり、ながーい滑り台をすべったら、おしり
がムズムズ…。やっと見つけたチェックポイントでクイ
ズに答えて大当たり！ご褒美に舌鼓をうちながら、４つ
のチェクポイントを制覇してゴールイン。やったねー。
　管理棟の芝生に集まり、サンドイッチと牛乳のおやつ
をいただきながら、会話が弾みました。参加した保護者
の方から「こんなにいろいろな所があるなんて知りませ
んでした」「疲れたけれど、良い運動になりました」「親の
方が夢中になり、とて
も楽しかった」などの
感想が聞かれました。
　新緑を満喫しなが
ら、親子や地域の人と
のつながりが深められ
たひと時でした。

☆順不同・敬称略
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�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

（
主
催　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）

第２回




